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Abstract 
An electric circuit analized here is the one consisting of One resistance， 
one capacitance in seri巴3 with one inductance of which constant vari巴sin 
Si"!lU弓oid日l.PracticaI ly， th巴 problernis seen in th巴 b'ehaviourof a single-phas自
synchrOnCl'-lS aI ternaわrwith salient-poles connecteヨtoseries capacitors. Ap-
plyiug Laplacian Tt品mformationand rna'dng allowabI記 apP;'oximation，authors 
soIveヨresultingcurrents， as in the foIlowing simpl日 for111l1la，which ha弓 h:3.:~n
conside1'ed impossible 01' t1'oublesome so fa1'. 
iCt) = 十一二千 r 記〈一山台fc日 )(i) t~ 
r-トjto:L'(l+ b~ ノ)α- -~-c J 0 












































































































































nキo A，(p)十K(β)An_1(ρ十j2ω)+K(ρ)An+1(βー j2印)=0 (11) 















(13)式が nの充分大きい処で成立するとすれば， η を一段下げた n-1次数で (14)式が
同一形で誘導された。同様にしてこの次数を下げ，任意の犯でこの形を求め得る。即ち (14)
式で ρをρ-j2ω とおき， (11)式で"を η-2とおいて両式より Aη」句ーj2印〉を消去す
ると
{1一工J3鳴託奇~}川崎州。十一
上式で、 ρをρ-j2(!)とおき， (11)式で η を n-3とおき両式より An_2句ーj2仰〕を消去
する。同様な方法を多数回繰返すことにより結局







以上は n>Oに対してであるが， ガくO に対しても同様な方法による。 ~nち (11) 式はその
億 nを -nと書き直し，仰の充分大きい処では A_<叫 1)土 Oとなるから
A_，(ρ〉十K(ρ)A_(n_1)ぐρ-j2ω)=手O
ρを ρ十j2ω とおき， (11)式で nを n-lとおいて A_，(ρ十j2ω〉を消去ずるの 以下同一
方法を鰻返せば ηくこOに対しては(15)，(16)式に対応Lて次式が得られるω
(19 ) 

































K(p--j2印)A，(ρ-j2的)= -AoCρ〉 Ya(ρ-j2ω) 
(20 ) 
Laplace変換による一変定数回路の解析










以上の数式により An匂〉はすべて求まったQ 問題は(6)式， (7)式等の実際の定数をこ
れ等Jこ当て挟めて An(ρ〉を求め，級妻女の形を決定することである。










M句)ι M(ρ〕一一一一一一一-N(が -b1 (ρ かー)N'(pk)
N'(tk)ニ[匂LLPK
故にか， ρ2，・….."'tk>'……..で I(ρ〉は特異点を有する。 ρ=かにおける I(がの首数は












































K(p) =一一←1十rCp十CL'p' - (p-x)CP-y) 


















l+，vl工面「Ya(ρ) =y，*(少〉ニ1--- 二一=ー 一ー一一一一一一





K(j(-2n斗1)ωJ K( -j3ω) 








- YαCj(← 2n干DωJ --- Yα(-j3ω) - Y，( -jωj 
n十1岡
=b♂ Kく三j喧 (32) 
Ya( -jw) 








































Ao( -jw) = CAoj，ω)J* (37) 
K(-jω〕ア
また (32)式の末尾に表われる y疋-j，ム了についても (33)，(35)両式より
(24 ) 
25 Laplace変換による一変定数回路の解析
K(-tω〉 α/ 一一← ー¥;， 二一「一一一 (38)Yα(-j，ω〉一 ω， r V  ()' r '¥ 
( 1ト ー・丙 T，-H 1-----:~~- --，<> '-r ，--) ¥ω j2(uL' J¥ ω j2ωV ) 
となる。 以上より (25)，(26)式に (30)，(32)， (36)， (37)及び (38)の各式を代入して，
A必(ρ)，An+lρ〕の ρ=-j(2n+1)仰における値を計算することができる。








=一一;厄~(J)L-'--.~_.- • •"1 I (i)J一一一子¥(，印， r ¥ 
一一一一一一一"，一一一{一一一一γ (u j2ωL' Jγω j2的L' J 
よってこれ等η悉〈を (24)式に代入し日数仏の値は次の如くなるのである。
1 ((_ r V (ω'¥' ，. -， ) 






それで許し得る仮定として 更に (36)式の R について最初の第1項の{ }内の
















i(t) = エ C，Æht=エ~cμ，t十 Conjt
一∞ 0、，
(42) 






〆 1 、 T/. ( 一一、ωL仙7Jh=三~i-{l十2α十イト4α 2f 
の如き特殊な値を有することが判明したのである。 α=0とおけば，勿論定インダクタンス回












となり基本波のそれより小となるが，若し印加電圧が E1sinωf でなく E1cosωt の時は
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(27 ) 
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